
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
川と臨海部を船で往来する水上交通
【実施主体】京浜フェリ－ボ－ト株式会社
【共創パートナー】横浜市（自治体）

川に新設される桟橋と臨海部にある桟橋を船で往来する、
都市型水上交通の実証運行。

• 運航調査・2023年12月末迄（土・日・祝 を中心に３０
日間の運航実施、運航に平日を加え試行）。

• 試験運航(横浜市・地元団体と協力）により実態の把握・
分析、運航日を徐々に増やす計画。

• 2024年末を目処に週５日間の運航を目標。
• 2025年度には、横浜市石川町に桟橋が新設するため、運

航航路を延長して運航を継続。
• 石川町桟橋完成後の運航については、事前に横浜市や地

元団体と話合い運航計画を策定。
• 最終的には、川から海に出て横浜市内を一周する運航航

路を検討。

臨海部にある桟橋が完成した時から水上交通の運航を地元
の団体・住民から望む声があり、川の桟橋が他になく民間企
業が運航するには厳しい状況にある。

川と臨海部を船で往来する水上交通（神奈川県横浜市）

まちづくり×交通

【運航エリア】
①日ノ出桟橋⇔②日本丸⇔③運河パ－ク⇔④象の鼻桟橋
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（地図：横浜市提供）
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